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The WPI Institute for Integrated Cell-Material Sciences (WPI-iCeMS) 
京都大学 物質－細胞統合システム拠点（WPI-iCeMS＝アイセムス） 

The World Premier International 

Research Center Initiative (WPI 

Program) 

• Science: Leading-edge research 
 （世界最先端の研究） 
• Globalisation: International research 
environments 
 （国際的な研究環境の提供） 
• Reform: Research organisations 
 （新たな研究組織の探索） 
• Fusion: Interdisciplinary domains 
 （学際研究のドメイン形成） 
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物質－細胞統合システム拠点 (WPI-iCeMS) イノベーションマネジメントグループ: 
活動内容 

今日の大学・公的研究機関には、高度な研究教育の府であることに加え、「社会に実装可
能な知」の提供が求められています。そのためには、先進的発明・発見の成果を社会に還元す
るという大学人のマインドセット、実現のための仕組みと体系的な運用が必要となります 

 

京都大学 物質－細胞統合システム拠点（WPI-iCeMS） イノベーションマネジメントグループ（
IMG）では、以下の３つの研究課題を通じて、真のイノベーションを着実に実現していくためのイ
ノベーション・マネジメント様式を開発・提供していきます 

 

1. 異分野融合・学際連携の組織的マネジメントに関する考察：事例調査と経営管理フレ
ームワークの開発 [科学研究費補助金 基盤研究(C) 研究課題（平成22年）] 

 

2. 幹細胞科学技術の統合的イノベーション・マネジメント研究と人材育成・事業化支援 [
最先端・次世代研究開発支援プログラム 研究課題（平成22-25年）] 

 

3. 新たな国際産学公連携システムの開発と実践 [WPIプログラム（平成19-28年）; NPO法
人京都ＳＭＩと協業] 
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我が国の幹細胞イノベーションの課題 

• 日本は発生生物学・幹細胞科学分野の学術研究で世界をリードしてきたが、イノベ
ーション、特に医療展開においては劣勢である 
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 出典: 特許庁「平成19年度特許出願技術動向調査報告書（幹細胞関連技術）」; 特許庁「iPS細胞関連技術及びヒトES細胞関連技術に関する特許出願・論文発表の状況につ
いて」（2009年4月）; ClinicalTrials.gov (2010年8月）;ＮＥＤＯ海外レポート ＮＯ.1058, 2010.1.20 「幹細胞研究の最新状況」をもとに本提案者が作成 
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幹細胞科学技術の統合的イノベーション・マネジメント研究と人材育成・事業化支援 
[内閣府 最先端・次世代研究開発支援プログラム, 平成22-25年度] 

• 「縦の連環」とサイエンス・リンケージ、「横の連携」と最適分業体制・取引構造の理
解に基づく、事業・イノベーション・モデルを開発する 
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実施方法 

ｻｲｴﾝｽ･ﾘﾝｹｰｼﾞ研究 
論文－特許－技術－製
品の「縦の連環」の解明 

研究員（常勤）1名 
（計量経済学） 

産業クラスター研究 
産－官－学－地域社会
の「横の連携」の解明 

研究員（常勤）1名 
（技術経営・産業論） 

ビジネス・モデリング研究 
事業モデル、イノベーショ
ンモデルの開発 

幹細胞産業応用促進イニシアティ
ブ（SSCI）において実施 

技術機会・ 
専有可能性の検証 

比較優位性・ 
地域特性の検証 

研究代表者 
事務補佐員1名（適宜） 

プロジェクト統合・ 
社会還元研究 
成果の発信手法 

 製品・ｻｰﾋﾞｽ、 
 ｺｱ技術要素 
 の特定 

実施計画 

• 製品・サービスおよびコア技術要素形
成における、学術研究・科学技術振
興政策の貢献度と課題を評価 

• サイエンス・リンケージの体系的研究
手法を開発 

• 日米欧・新興国を含む代表的バイオ
クラスターについて、地域産業構造・
ネットワークの特性を評価 

• 最適分業体制・取引構造の体系的
研究手法を開発 

• 事業化モデルを、技術機会、専有可
能性、比較優位性、地域特性、市
場性等の観点から評価 

• 企業を中心とする産官学連携のもと
イノベーション・モデルを開発 


